
◎見せたいもの・場面を操作できる。
◎受講者への操作説明が不要。

▲接続（確認）の手間がある。
▲通信の遅延等の対応が難しい。

タブレット操作による
一斉再生

◎他機器の影響がなく、トラブルが少ない。
◎各自のペースで視聴を始められる。

▲事前のコンテンツ選択（計画）が重要。
▲各自が見ている画面はわからない。

再生方法は、主に２つあります

指定動画を再生
こちらをお勧め

しています！

タブレット操作

一斉に振り返り

各自のペースで視聴

体験前に伝えておきましょう

【安全な視聴に関すること】

・必ず着席して視聴してください。

・VR酔いなど気分悪い場合は、はずしてください。

・マスク着用は画面が曇りやすくなります。

10人に1人、
   4人に1人
とも言われる。

リアルのケガ
に注意。

【操作に関すること】

※ゴーグルをかぶると、リアルな世界は見えません！

・イヤホン⇒VRゴーグルの順につけてください。

・事前に、音量ボタンを確認しましょう（左側、中指が＋）。

・右手に注意。電源ボタンを長押しすると電源落ちます。

大きく

小さく

【その他】

・周りを見回し、没入感を高めてみてください。

VR研修運営用tips



アイマスク

イヤフォン

イヤフォン
差込口

・体験者同士の席が近い場合など、他の音声が気に
なって没入感を損ねてしまうことを防げます。

・順番待ちの方へのネタバレも防げます。

・座学中に、会場後方で設定や動作確認をする場合
には、音漏れ防止にもなります。

▲体験者の視聴状況がわからない懸念もあります。

準備しておくと、スマートな研修運営に役立ちます！

より快適な視聴のために

・汗やメイク等の付着が気になる場合に、１枚
あると安心です。

・メガネ着用の方は、メガネの下にアイマスク
をつけると良いようです。

▲VRゴーグル着用時にアイマスクがずれないよ
う、ゴーグルの位置をしっかりと合わせます。

スムーズな運営のために

・どのコンテンツを見られるかがわかり、体験
者の方も、研修運営側も、円滑な移動・誘導
ができます。

・コンテンツを設定する際も、どのコンテンツ
に設定すればよいか、が明確にわかり、準備
段階での混乱を防ぎます。

案内プレート

VR研修運営用tips
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